
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

222224 静岡県 伊豆市 意向調査
森林環境譲与
税活用事業

2,926 2,926 0 0

〔森林所有者意向調査業務〕
森林経営管理制度を優先的に取り組むモデ
ル地区を選定し、当該地区内での森林所有
者宛て意向調査を実施する。

○天城地区
・対象人数：95人
・対象筆数：289筆
・面積：156.81ha

222224 静岡県 伊豆市 集積計画等作成
森林環境譲与
税活用事業

5,652 5,652 0 0

〔森林現地調査委託〕
R3に意向調査を実施した森林経営管理制度
モデル地区内において、森林経営制度に興
味を示した所有者宛て現地調査や説明会を
実施する。

○中伊豆地区
・対象人数：17人
・対象筆数：26筆
・面積：17.0ha

222224 静岡県 伊豆市 私有林整備
森林環境譲与
税活用事業

1,988 1,988 0 0
〔竹林整備事業補助金〕
放置竹林を解消し樹種転換を図るため、竹
林整備（皆伐）を実施する者を助成する。

竹林皆伐：0.99ha

222224 静岡県 伊豆市 私有林整備
森林環境譲与
税活用事業

1,751 1,751 0 0
〔森林整備事業補助金〕
国県補助事業の対象とならない小規模分散
森林の整備費用を補助。

・下刈：1.68ha
・除伐：0.41ha
・保育間伐：5.43ha
・椎茸原木苗木：600本

222224 静岡県 伊豆市
林道・林業専用
道の整備等

森林環境譲与
税活用事業

1,881 1,881 0 0 森林整備に必要な林道の補修

○路線数：１
・コンクリート舗装工：
80㎡
・コンクリート舗装工：
60㎡

222224 静岡県 伊豆市
その他（森林整
備）

森林環境譲与
税活用事業

5,000 5,000 0 0

〔沿道森林整備事業補助金〕
主要幹線道路沿いの森林の公益的機能、森
林景観、道路安全性向上を図るため、修景
伐採を実施する者を助成する。

修景伐採：0.36ha
（延長1,200ｍ）

【ワンフレーズ】
税活用により、
・森林経営管理制度の実施に向けた全体計画に
沿って、モデル地区での意向調査、現地調査を
実施した。
・竹林整備、森林整備、主要幹線沿道修景伐、
ナラ枯れ被害対策等を実施し、景観回復及び森
林保護が図れた。
・林道補修を実施し、森林整備がスムーズに進
んだ。

【詳細】
　伊豆市は、市域の80％以上が森林であること
から、本税を川上の森林整備に活用し、健全な
森林の育成を推進することとして取り組んでい
る。

〔森林経営管理制度の取組み〕
　モデル地区において、段階的に取り組んでい
る。
　天城モデル地区では森林所有者に対し意向調
査を実施した。
　また、令和３年度に意向調査を行った中伊豆
モデル地区では、現地調査及び集積計画作成を
実施した。
　令和５年度は、修善寺モデル地区での意向調
査、天城モデル地区での現地調査・集積計画作
成、中伊豆地区での森林整備を実施する。

〔沿道森林整備〕
　主要幹線道路1,200ｍの沿道森林整備に助成
し、景観回復及び道路安全性向上が図れた。

〔歩道整備〕
　市有林管理の安全性確保が図れた。また、景
観保全とともに県産材利用にも寄与した。

〔協議会〕
　令和５年２月に設立した。メンバーは林業関
係者や市民等を含む幅広い業種で構成してお
り、様々な視点からの意見を徴収することがで
きる。
　令和５年度から本格的な協議を進めていく。

〔森林環境教育〕
　令和４年度に新規の取り組みとして事業開始
した。今年度は市内３校において、森林専門指
導員による環境教育講義や間伐体験を開催し
た。森林への理解や森づくりへの関心を高めて
もらう良い機会となった。
　今後も事業を継続し、将来の林業担い手育成
のきっかけづくりにも活かしていきたい。

〔基金積立〕
　残額は、令和５年度以降の森林経営管理制度
の推進に要する費用に充てるため、基金に積み
立てた。
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222224 静岡県 伊豆市
その他（森林整
備）

森林環境譲与
税活用事業

10,263 10,263 0 0

〔歩道設置工事〕
市道沿い市有林管理のための歩道を設置す
る。あわせて、既設ガードレールを木製仕
様（県産材使用）に変更する。

木製ガードレール設置
・延長100ｍ
・県産材：3.1m3

222224 静岡県 伊豆市 森林保護対策
森林環境譲与
税活用事業

2,000 2,000 0 0

〔ナラ枯れ対策事業補助金〕
ナラ枯れ危険木の処理、椎茸栽培のための
日除け木被害防止を実施する者を助成す
る。

・危険木処理：51本
・日除け木被害防止：
申請なし

222224 静岡県 伊豆市 専門員の雇用
森林環境譲与
税活用事業

1,833 1,833 0 0 林務事務を担当する職員を雇用する。 雇用１名

222224 静岡県 伊豆市
新たな組織の設
立

森林環境譲与
税活用事業

64 64 0 0
〔協議会開催〕
協議会を定期的に開催し、森林環境譲与税
の有効活用策を検討する。

推進協議会１回開催

222224 静岡県 伊豆市
その他（人材育
成等）

森林環境譲与
税活用事業

994 994 0 0

〔森林環境教育業務委託〕
市内小中高校生及び保護者（親子）を対象
として森林環境学習や間伐体験を開催し、
森林への理解や森づくりへの関心を高めて
もらうとともに、将来の担い手育成を図
る。

森林環境教育実施３回
・小学校：１回
・中学校：１回
・高　校：１回

222224 静岡県 伊豆市
基金積立（森林
整備）

森林環境譲与
税活用事業

12,687 12,687 0 0
将来の森林整備及びその促進に要する費用
に充てるため、基金へ積み立てる。

合計 47,039 47,039 0 0

【ワンフレーズ】
税活用により、
・森林経営管理制度の実施に向けた全体計画に
沿って、モデル地区での意向調査、現地調査を
実施した。
・竹林整備、森林整備、主要幹線沿道修景伐、
ナラ枯れ被害対策等を実施し、景観回復及び森
林保護が図れた。
・林道補修を実施し、森林整備がスムーズに進
んだ。

【詳細】
　伊豆市は、市域の80％以上が森林であること
から、本税を川上の森林整備に活用し、健全な
森林の育成を推進することとして取り組んでい
る。

〔森林経営管理制度の取組み〕
　モデル地区において、段階的に取り組んでい
る。
　天城モデル地区では森林所有者に対し意向調
査を実施した。
　また、令和３年度に意向調査を行った中伊豆
モデル地区では、現地調査及び集積計画作成を
実施した。
　令和５年度は、修善寺モデル地区での意向調
査、天城モデル地区での現地調査・集積計画作
成、中伊豆地区での森林整備を実施する。

〔沿道森林整備〕
　主要幹線道路1,200ｍの沿道森林整備に助成
し、景観回復及び道路安全性向上が図れた。

〔歩道整備〕
　市有林管理の安全性確保が図れた。また、景
観保全とともに県産材利用にも寄与した。

〔協議会〕
　令和５年２月に設立した。メンバーは林業関
係者や市民等を含む幅広い業種で構成してお
り、様々な視点からの意見を徴収することがで
きる。
　令和５年度から本格的な協議を進めていく。

〔森林環境教育〕
　令和４年度に新規の取り組みとして事業開始
した。今年度は市内３校において、森林専門指
導員による環境教育講義や間伐体験を開催し
た。森林への理解や森づくりへの関心を高めて
もらう良い機会となった。
　今後も事業を継続し、将来の林業担い手育成
のきっかけづくりにも活かしていきたい。

〔基金積立〕
　残額は、令和５年度以降の森林経営管理制度
の推進に要する費用に充てるため、基金に積み
立てた。


